
古物商品管理 ( Antique Product Management ) [ProductManA]

０．事前準備   [productprep]

◆商品台帳の作成

商品データを取り込むために、商品台帳（Excelファイル）が必要です。

1. 既に商品台帳（Excelファイル）がある場合

現在利用している商品台帳がExcelファイルで管理されている場合は、そのまま利用できます。

商品番号について

・商品管理システム(ProductManA)では、商品番号（品番）を基準に商品データを管理します。
　そのため、商品台帳を取り込む前に、すべての商品へ商品番号（品番）を設定してください。
・同じ商品番号（品番）のデータが複数存在する場合は、後の行の商品データが取り込まれます。
・意図しないデータ上書きを防ぐため、商品番号（品番）は重複しないように管理してください。

商品台帳の例

・Excelファイルの1行目には項目名を設定してください。

・項目名は、「商品台帳出力」で作成したExcelファイルの項目名に合わせてください。

・アプリの読み込み処理では、Excelファイルの項目名と、アプリに登録されている項目名を照合し、

　アプリの商品台帳に読み込みます。

　そのため、Excelファイルの項目名はアプリの項目名と一致している必要があります。

　また、システムは列番号ではなく項目名を基準にデータを取り込みます。

　そのため、Excelファイルの列順をアプリの表示順に合わせる必要はありません。

　項目名が正しく設定されていれば、列の並び順が異なっていても取り込みできます。

分類名・仕入先名および販売先名

・商品台帳の[分類][仕入先][販売先]に入力した名称は、アプリ内の[分類][仕入先][販売先]へ

　自動的に登録されます。

・[分類][仕入先][販売先]は名称ごとに管理されるため、同じ名称が複数の商品で使用されている

　場合でも、1件のデータとして登録されます。

例） 商品番号 商品名 分類 仕入先 販売先
A0001 腕時計 時計 ○○商事 △△リサイクル
A0002 バッグ バッグ ○○商事 □□オークション
A0003 腕時計 時計 ＸＸ商事 □□オークション

取込後

[分類] 時計 [仕入先] ○○商事 [販売先] △△リサイクル
バッグ ＸＸ商事 □□オークション



・登録された[分類][仕入先][販売先]の詳細情報は、アプリ内で入力できるほか、台帳をExcel

　ファイルとして出力し、編集後に再度アプリへ取り込むこともできます。

[分類表]

[仕入先台帳]

[販売先台帳]

2. 商品台帳（Excelファイル）がない場合

商品台帳がない場合は、アプリで商品データを登録し、商品台帳出力機能を利用してExcel形式の

商品台帳を作成できます。

手順例 1. 商品管理システム(ProductManA)で商品データを登録する

2. 商品台帳出力機能を実行する

3. Excel形式の商品台帳を作成する

4. 作成した商品台帳を商品データの管理や一括取込みに利用する

・作成された商品台帳は、そのまま商品データの取込みや更新作業に利用できます。

3. 商品台帳の運用について

・データの登録・修正は、1台の決まった端末で行うことを推奨します。

・登録・修正後は、商品台帳、分類表、仕入先台帳および販売先台帳をExcelファイルとして出力し、

　バックアップとして保管してください。

・他の端末で同じデータを利用する場合は、出力したExcelファイルを各端末へ取り込むことで、

　データを連携できます。

・定期的に各種台帳を出力することで、バックアップの作成と複数端末間のデータ共有を行えます。


